














語尾 -saN はク活用に、-sjaN はシク活用にそれぞれ対応していることが指摘されている1。
しかし、首里方言をはじめとする沖縄本島の方言は -saN と -sjaN の対立を失い、-saN に
集約されつつある。津堅島方言においても、-saN 語尾およびその音変化した -haN 語尾が
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変化がみられ、s が h になったり、脱落したりする。津堅島方言では基本形語尾の多くは
-haN で現れるが、これは名護や大宜味、国頭などのいわゆる沖縄北部方言の特徴でもあ
る。ただし、jaqsaN（安い）、waqsaN（悪い）などは -saN 語尾で現れる。-saN 語尾は前
部の音が促音の場合に現れると考えられる。津堅島方言の形容詞の基本的な構造は以下に
示すとおりである。
takahaN （高い） taka ＋ ha ＋ aN  タカ-ハ-アン
jaqsaN （安い） jasu ＋ sa ＋ aN  ヤス-サ-アン
　構造は、語根＋ ha/sa ＋ aN（存在動詞「ある」）の構造をとり、語根＋ ha/sa が活用の
語幹として位置づけられる。なお、takaha-、jaqsa- のような「語根＋ ha/sa」の形式を「ハ
語幹」と呼ぶ。
　さらに、h が脱落し、前部の母音が長母音化した形で現れたり、h が w に変化して現れ
たりすることがある。特に、-haN の前部が a の場合に、h が脱落しやすい傾向が見られる。
たとえば、amahaN ～ ama:N（あまい）、karahaN ～ kara:N（からい）、apahaN ～ apa:N（う
すい）などである。また、-haN の前部が u: の場合には、h が w に音変化するものが見ら
れる。たとえば、tu:haN ～ tu:waN（とおい）、masuzu:haN ～ masuzu:waN（しおからい）
などが見られる。h が脱落した形や -waN の形は -haN の形と混在しており、音韻変化の
過程にあると考えられる。したがって、本研究では、これらの形容詞基本形語尾は -haN
として取り扱う。























takasja:L （高い） taka ＋ sja ＋ aL タカ-サ-アリ
jaqsa:L  （安い） jasu ＋ sa ＋ aL ヤス-サ-アリ
　語根＋ sja/sa ＋接尾辞 aL（厳密には接尾辞化した補助動詞）の構造をとり、語根＋
sja/sa が活用の語幹として位置づけられる。但し、この方言の形容詞語根（taka-、jasu-）
には、単独で名詞を修飾する、２つ重ねられた形で述語となるなど、独立性の高さがみと
められる。よって本研究では、名詞的接尾辞サの後接した takasja-、jaqsa- の形を ｢ サ語
幹 ｣、サを伴わない taka-、jasu- の形を ｢ 基本語幹 ｣ と呼ぶ。なお、繰り返しになるが、
活用の語幹となるのは前者のみである。
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＊ atsïʃa:m → attʃa:m 《熱い》













の方言ではナ形容詞に対応する語も、一部を除き、｢ 語根＋サ＋アリ ｣ という語構成を示














　ru 形は連体形であるが、述語として用いられて詠嘆の意味を表す。係助詞 ru の結び
として表れる ru 結び形であると考えられる。しかし、係助詞 ru がなくても ru 形になる
－65－
琉球方言における形容詞の比較研究 －津堅島方言と多良間島方言－
ことも多く、全ての ru 形が ru 結び形というわけではない。また、ru 形と i 形との差異






























を表す条件形と同音形式であり、またその末尾音 -N は -nu が弱まった形だと考えられる。
以上のことから、モノ形は条件形からの転用であり、また『おもろさうし』に見られる「原
因 ･ 理由を詠嘆的に示し、先行内容と後行内容を結び付ける」（内間1994：272）機能をも
つ接辞、「モノ ･ モン」に連なるものであろう8。なお、takasjanu の形式は条件形として
－66－
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は現れない。
13　“agai ma:N, Nzjo:sja, kaNsi:-mai-du=na”-ti: upuiki-u si:,　｢ ああまったく、哀れな、
あのようにもな（ft. こんなことになるとは）｣ とため息をつき、
14　agai, sjukarasja.　ああ塩辛い！
15　a:i, zjikaN-nu nifusja. nuqtai nama-gami ku-N=ga.　おや、時間が遅い。どうして今ま
で（ft. この時間になっても）来ないのか （あら時間が遅い。どうして今まで来ないか）
16　A；kju:-game: aqcjaN. ― B；aqcjaN.　今日は暑い ― 暑い
17　azja-gama, kaNsinu ju:-du tura: mura-Nke: ki:, pïtu-nu qfa-uba: nusumi: ikï-ti:-ja ar-aN. 
agai utuqranu.　兄さん、こんな夜に虎は村へ来て、人の子供を盗んでいく {ft. さらっ
ていく } のんだよね？ああ、恐ろしい











haN 形　 takahaN takahaqtaN
　断定形では過去と非過去との対立が現れる。過去形には -ta が接続するが、-haqtaN と
ta の前で促音化して発音されることが多い。また、saN 語尾も -saN と -sataN とで対立す
る。
19　misatoko:gjo:-juka tu:wa… tu:waN=ne.（北部工業は）美里工業より遠い…遠いね。
20　sibuhaN=ro je nama Nrena:N=ro riqpani umaci-kara kiri=be．（このバナナは）しぶ
いよ、イェ、まだ熟れていないよ。ちゃんと熟れてからあげなさい。
21　uri sa: su:haN=ro:hja na:hwiN ju: i:tiku:=be．このお茶は濃いよ、もうちょっとお湯入
れてきなさい。








 L 形 takasja:L takasja:taL
 （du 融合形 takasajada:L takasjadataL）
 M 形 takasja:M takasja:taM
　動詞と同じく L 形と M 形が現れている。前者にはさらに、係助辞 -du（ぞ）の融合した
形もある（du 融合形）9。なお du 融合形は、述語の位置で、主に主語として文中に明示さ
れているモノゴトが持っている「特徴」を表す。また M 形について、動詞の「m 語尾形」
と同じく *mu（mo）の融合した形式であるが、形容詞文の場合、それが話し手の内的判断
であること、すなわち、話し手 =｢ 評価者 ｣ の主体性が顕在化した表現となる（例30）10。
25　razjio kui-nu-du u:sja:L=dara:na.　ラジオ（の）声（ft. 音）が大きいんじゃない
26　Mme goneNsjei-N nari:Lru-gadu, mida aupaN-nu aL-ba pazukasja:L.　もう（小学校）
５年生になっているのに、まだ蒙古斑があって恥ずかしい
27　a, ba-ga-du baLra:-taL, jurusi: qfiru.　ああ、私が悪かった、許してくれ
28　kata cja: ure:. saNpiNcja:-ja katasjada:L.　濃いお茶それは。サンピン茶は濃い
29　qva: mida du:-nu imisja:L-ba, auku-ni: katamiLqro: mutsukaqsada:L　お前はまだ体が
小さいから、担ぎ棒で担ぐのは難しいよ





 =hazi 形 takaharuhazi: takahaqtaruhazi
　津堅島方言では、推量の用法として =hazi が動詞でも形容詞でも用いられる。連体形の
-ru 形式に =hazi を接続させる。過去形の場合は、過去をあらわす ta の部分を taru に変
化させて =hazi を接続させる11。未来推量のほか、目撃していない事態の推量を表す。
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非過去 過去
 zï: 形 takasja:razï: －
　-zï の形は、動詞では主に < 勧誘 > や < 意志 > を表すのに用いられ、< 推量 > として
の用法はやや周辺的である。だが形容詞では、当然、< 勧誘・意志 > の用法はありよう
がなく、zï: 形は < 推量 > の文法的意味を実現する形式となっている。なお、話し手の <
推量 > を表す形容詞述語文のもっともふつうの形式は、Ｌ断定形もしくはＬ連体形に
=ge:rai、=pazï などが伴われた形であるため、zï: 形の使用頻度はあまり高くない。また、
終助辞 =ga とともに、話し手の < 疑い > を表す文の述語にもなる（例34）。
33　ata: pari-du sï-ba nufusja:razï:. 明日は晴れる（と言っている）から暖かいだろう







 ru 形  takaharu takahaqtaru
 基本語幹連体形  taka －












maqsira:、o:ra: にコピュラ -raN や動詞 suN を伴った形で現れることが多い。
35　sura:ru tui-nu tiN-kara turakuN=ro je. きれいな鳥が空を飛んでいるよ、え（ほら）。
36　uriga-ru purumuN-ru jaru. これが古いものである。
37　waqta: ja: mineja iqta: mi:ja:-raru. 私たちの家見たら、あなたたちは新しい家だよ。
－69－
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38　ari cju guma:-cju-gwa:-ru=jaru. あの人は小さい人だ。
39　maqkura: tui Nciku:=ga. 黒い鳥を見てこないか（見てきなさい）。




 L 形  takasja:L takasja:taL
 基本語幹連体形  taka －
 sï 形  pukarasï －
　これら三種の形式にはその形容詞の語彙的意味の違いによる使い分けがみとめられ、ま
た、被修飾名詞の ｢ 質 ｣ を ｢ 規定 ｣ するという ｢ 名詞修飾 ｣ の文法的役割から、その現れ
方にも偏りがある。
　まず L 形について、叙述法・断定形の一つと同形であるため、一見、共通語と同じく ｢
終止形 ｣ ＝連体形であると言えそうだが、実際の使用においては、基本語幹連体形の方が
かなり優勢である。形容詞の連体形は、かざられ名詞が指し示すモノゴトの、コンスタン





始め、cju:sja:L usï（強い牛）、umasja:L munu（うまいもの）、（munu ubui-nu） nifusja:L 
pïtu（（物覚えの）にぶい人）など、ヒトやモノに恒常的に備わる < 特性 > を表す形容詞
がこの形をとる傾向がみとめられる。また基本語幹の音節数も、形式の選択に関わってい
そうである。
41　hai, umasja:L munu-gama ni: fa:sja-da:-ti ïzi:.　ねえ、おいしいもの（を）煮て（あの
子に）食べさせなさいって（あの子の母親に）言った（よ）
42　aNsinu gagaL usï-mai-du, uqpuga-nu, de:N cju:sja:L usï-tu a:sjaiL=na:.　そんな痩せた
牛でも、大きな、１番強い牛と闘えるね {note. 反語 } 
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にモノゴトの < 特性 > を表す形容詞がこの形をとる（例44～46）。後者は基本語幹に接辞




44　are, naga e:gu ara:-dataM=jo:.　アレ（は）、長い歌じゃなかったよ
45　we:, harucjaN-ga ke:ti buL. ure: uma ka:sï.　ほら、ハルちゃんが買って（来て）いる。
それは美味しいお菓子
46　getsujo:-N-game-du bï:ta uja-nu Mme-nu ubuna:L.　月曜には、（身体の）弱っている
父親たちが、集まる {note. デイケアセンターの話。月曜は男性ばかりが来る日だという
こと }
47　‘taramasjuNkani’-ti:-ja, pazïkasï rikisi-Nka-kara-du Mmari: buL.　「多良間シュンカニ」 
{note. 歌謡名 } とは、恥ずかしい歴史（の中）から生まれている
48　jusjarabigata-N, kanasï qfa-nu Mme-u funi-Mkai sï-ga uriL-badu, 夕方、愛しい子供た
ちを舟迎えに（ft. 子供たちの乗った舟を出迎えに）（北の浜に）降りると、


















 i 形  takahai －
 ra 形  aqkara: －
－71－
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 サ形 takasja14 －









53　upuisjudiki-u sï-tui nu:ri: kï-badu, takasja-nu futataki-bakaL-nu mi:L munu-nu taci 
qfagariqti:, 大漁をして（浜に）上がってくると、高さが２丈ぐらいに見える者が（前に）
立ちふさがって、
54　kaM-nu basjaqzi: wa:ri-tui kunu pïtu-nu sïni: ukï-ti:nu jagumisja-kara, nama-mai 
tarama-zïma-N-ja, sïmazju: M:na atsumari:-tui sïcïupunaka-uba: seidaiN si: buL sïdai.　
神様が怒りなさってこの人は死んだ（のだ）という畏れ多さから、今も多良間島では、
島中みんな集まってスツウプナカを盛大にしているという次第です
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１）語構成においては「語根＋サ＋アリ」の形式から成り立つ「サアリ型」である。さら









３）叙述法の断定形において、多良間島方言ではその動詞と同じく、L 形と M 形が現れる。






ことが指摘される。それは、多良間島方言の推量形式が、L 断定形（あるいは L 連体
形）に =ge:rai、=pazï などが伴う形式の他に、zï: 形という活用形を持つことからも
窺える。















































３ ただし、否定形は piruma:konaN（ふしぎではない）とあらわれる。そのほかの sjaN 系






　waN mikege:sugutu kwaNsa:mari mikege:suN.　私を憎らしくしているから（憎らしく
－74－




は umuqsja:L の形で現れていた。これは、sja が直前の音節 si にひきずられ、その si を
取り込んだあるいは脱落させたことにより生じた形式であると考えられる。umuqsisja:L




７ wakahamuN ＞ waka:muN であると考えられるが、語根 waka ＋ muN の可能性も考えら
れる。その他の形容詞で -muN 感嘆法の表現が得られておらず、今後の課題としておく。
８ 但し、現代琉球方言にみられるムヌ、ムン系の助辞は、『おもろさうし』のモノ ･ モン
が前後の項目を順接的に結び付けるのを主としているようなのに対して、｢ 多少の不平
･ 不満を詠嘆的に表して、先行内容と後行内容を逆接的に結び付ける場合が多い ｣ （内
間1994：273 ―下線引用者）。多良間島方言もその例にもれない。
９ なお、意図的に発話される場合の他、動詞を元とする文法的な派生形容詞には分析的な
形も現れる。cf. /qvata-uba: sïma-Nke: kairi buqsa-du aL=na-ti:, sjabaki: wa:L pazï ari:, 
ikï buqsada:L-ti: wa:ri=jo:./ （あなた達は島へ帰りたいかと尋ねなさるはずだから、行き
たいとおっしゃれよ） 
10 この用法の M 形では、話し手の想定する










（大雨）、upukadi（強風 { 大風 }）、など明らかにあわせ名詞のものから、imi-ja:（小さい
家 / 小屋？）、au-manaku（青い眼 / 青眼？）、naga-pïdiL（長い日照り）などのように、
接辞化・意味の特殊化の有無がはっきりしない用例も現れており、その線引きは難しい。
14 なお、語によっては、サ語幹ではなく基本語幹がサ語幹形相当の形式として現れる。cf. 
/sugu Mme aLkara:, uNsi kï:ga:-u si: buriqti-mai./ （すぐもうあれから、あのように気強
くしていたのに（あの人は亡くなってしまった））




    （平成21年11月30日　受理）
